自然・歴史・絶景が融合した番所山ツアー
昭和天皇と南方熊楠ゆかりの番所山を堪能する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0：00　開始　番所山駐車場にて　
　本日はようこそ南紀熊野にお越しいただきました。私は南紀熊野ジオパークガイドの
○○と申します。本日ご案内をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。

皆さん、ジオパークってご存じでしょうか。
「聞いたことはあるけど、説明はできない」という方が多いかと思います。
ジオパークのジオは大地を意味するので、直訳すると大地の公園ということになります。自然公園の一つなのですが、これまでの自然公園は「自然を守ること」が目的です。
しかし、ジオパークは優れた地形や地質を、教育やツーリズムで利活用することにより、持続可能な地域造りに役立てていこう、住んでいる人も楽しい、訪れた人も楽しいそんなコンセプトの公園をめざしているのです。
南紀熊野ジオパークは、和歌山県南部の白浜町から奈良県十津川村の一部を含む１０市町村で構成されています。
キャッチフレーズは「プレートが出会って生まれた３つの大地」です。
「深い海でつくられた大地」「浅い海でつくられた大地」「マグマが固まってできた大地」
この３つの大地を一度に見ることができるのが、南紀熊野の最大の特徴です。

さて、私たちいる、ここ番所山（ばんしょやま）の名前は、江戸時代にこの場所に「遠見番所」が置かれていたことに由来します。

[bookmark: _Hlk217400246]0：15　南方熊楠記念館　
館内での案内は記念館係員による
記念館係員の説明終了後、屋上にて、番所山の成り立ちを解説

標高32.5mの番所山一帯は、田辺湾の南端に位置し、円月島や塔島を望む風光明媚な自然公園です。今から1800～1600万年前、比較的浅い海底に陸地から流されてきた土砂堆積物が海底に堆積盆を形成致しました、さらに500万年前に塔島礫岩層が重なった構造になってます。写真と絵で説明
番所山は元々は島でしたが、潮岬や宇久井半島と同じ陸繋島として本土と繋がりました。

1：20　準備体操（ストレッチ）　

1：25番所山周辺散策
昭和20年3月、海軍防備隊の杉本分遣隊(兵員70名)が京大臨海実験所を接収し駐屯しました。杉本分遣隊は少年兵(予科練)と40歳前後の徴兵で構成されており、陣地構築を行っていた。
陣地は番所山の山麓をくり抜いた狙撃陣地(トーチカ)、野砲砲台、番所鼻灯台近くに高角砲台が築設されました。番所山には南方熊楠記念館が建ってしまったので、遺構は残っていませんが、周辺にその一部が今も遺構として残されています。
記録によると海岸沿いに掘られた２つの陣地に93式13mm機銃、海岸から少し奥に入った所に96式25mm機銃が配置されていたと思われます。
旧日本海軍の広角砲（陸軍では高射砲）の砲座跡には恋人たちの聖地の碑が建てられています。

アオノリュウゼツラン
竜舌（リュウゼツ）は、葉が長くて厚く、葉の先が尖っていて縁にはトゲがあることから、これを伝説上の生き物である龍の舌に見立てて名付けたもので、蘭（ラン）はその花の美しさに対して付けられたものです。ここに植えられているのは「アオノリュウゼツラン」です。他に葉っぱに斑入りの「リュウゼツラン」もあります。
本来、植物の基本は葉に斑が入っていない物を指すため、リュウゼツランはこの「アオノリュウゼツラン」のことを指しますが、日本では斑入りの品種が先に輸入されて「リュウゼツラン」という名前を取ってしまったため、基本種である斑なし品種があえて「アオノ」を前につけた呼び名となりました。
数十年をかけ成長したのち、1度だけ花を咲かせ枯れてしまいます。

アコウの木（絞め殺しの木）
　アコウは、和歌山や四国、九州などの温暖な沿海部に自生するクワ科イチジク属の半常緑高木です。枝や幹から垂らすタコ足のような気根が特徴で、岩や他の樹木に絡みついて成長します。
　葉を乾かして焼くとよい香りを発するので、沈香木（じんこうぼく）とよばれます。イチジクに似た形状の小型の実を、枝に付ける。果実は赤色に熟すと食用になります。
アコウの種子は鳥によって運ばれますが、その種子がヤシなどの樹木の上に運ばれ発芽して着生し、成長すると気根で親樹を覆い尽くし、枯らしてしまうこともあります。そのため絞め殺しの木とも呼ばれています。

2：00　番所山不動堂
元々は戦時中に掘られた本土上陸決戦用の狙撃陣地(93式13mm機銃)。現存する砲室は3人は入れる広さがあります。昭和31年にこの狙撃陣地は「番所山不動堂」に改変され、その時にいくつかの遺構は失ったかもしれません。
不動洞窟での不整合の説明（資料あり）

塔島礫岩層のできた時代
塔島礫岩層は1800～1600万年前浅い海底に堆積した大地の上に、２万年前に堆積してできました。礫岩層との境界線、不整合を見ることができます。
変成岩の話、礫岩の中に細かい筋の入った青い石が見られます。「緑色片岩（りょくしょくへんがん）というのは、和歌山市付近でよく見られる“青みがかった緑色の岩石”で、紀州青石（きしゅうあおいし）とも呼ばれています。 この岩は、もともとは海底にたまった玄武岩や火山灰などが、長い時間をかけて強い圧力と熱を受けて変化した“変成岩”の一種です。
特徴としては、表面に薄い板のような割れやすい構造があって、光の当たり方によって青緑色にキラッと輝くことがあります。
なぜ白浜にあるのか、２万前の氷河期が関係していると考えられます。図で説明、その時期の海面は今より１００ｍから１４０ｍ低く四国と紀伊半島も地続きで今の紀伊水道付近には川があったと思われます。その際、紀の川沿いの堆積物が白浜町に流れ着いたと考えられます。
カムチャッカ号の話
明治20年（1887年）3月に和歌山県沖の四双島（しそうじま）に座礁したロシア船「カムチャッカ号」は、船底に穴が開き、自力航行が不可能になったため、　それに流れ着いた砂糖を持って帰った瀬戸の人達が、後で警察が調べに来くるや便所に隠すやら、大騒ぎしたらしいです。

2：30　北浦の石門見学　
　かつて塔島までつながっていて、いくつもの海喰洞がありましたが、地震のたびに崩落して、現在は北浦の石門を残すのみとなりました。江戸時代の画家桑山玉州が寛政５年（１７９３）に描いた「鉛山勝概図（かなやましょうがいず）」には石門を含め４つの連続した洞門が描かれています。

防空壕　入口外観だけ見学　
田辺湾に侵入する敵を迎え撃つ狙撃陣地（トーチカ）としての施設で、25ｍｍ機銃が配備されていました。

2:４５　南方熊楠記念館着　　挨拶・解散　
